
(

討
議
の
柱)

ー
の
立
場
で
の
参
加
者
も

①
不
登
校
の
生
徒
た
ち
と
ど

増
え
て
い
ま
す
。

(

討
議
の
柱)

８
月
９
日
を
中
心
と
し
た
平

う
か
か
わ
る
か
。

関
わ
っ
て
い
る
子
ど
も

①
８
月
９
日
を
中
心
と
す
る

和
学
習
の
と
り
く
み
を
共
有

②
不
登
校
・
高
校
中
退
を
通

の
こ
と
、
心
配
な
子
ど
も

平
和
教
育
の
と
り
く
み
に

で
き
ま
す
。
「

歳
選
挙
権
」

し
て
見
え
る
「
学
校
の
あ

を
と
り
ま
く
環
境
の
こ
と
、

18

つ
い
て
。

の
実
現
に
と
も
な
い
権
利
の

り
方
」
を
ど
の
よ
う
に
と

学
校
の
状
況
の
こ
と
な

②

歳
選
挙
権
、
主
権
者
教

主
体
と
し
て
社
会
に
ど
の
よ

ら
え
、
改
善
し
て
い
く
か
。
ど
、
レ
ポ
ー
ト
を
交
え
て

18育
に
ど
の
よ
う
に
と
り
く

う
に
つ
な
が
る
の
か
、
例
え

③
保
護
者
と
の
関
係
を
ど
う

討
議
を
し
ま
す
。
実
践
を

む
か
。

ば
、
労
働
法
を
教
材
に
主
権

つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

基
に
、
そ
の
子
や
家
庭
に

③
世
界
に
目
を
向
け
る
平
和

者
教
育
に
つ
な
げ
る
と
り
く

④
高
校
の
「
特
別
支
援
」
教

必
要
と
思
わ
れ
る
支
援
の

教
育
・
憲
法
教
育
に
ど
の

み
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

育
の
現
状
と
課
題
。

あ
り
方
に
つ
い
て
知
恵
を

よ
う
に
と
り
く
む
か
。

第
４
分
科
会
の
内
容
と
も

出
し
合
い
ま
す
。

④
人
権
や
働
く
者
の
権
利
の

重
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

登
校
拒
否
や
不
登
校
の
子

「
教
育
相
談
部
調
査
票
」
っ
て
い
く
こ
と
が
見
え
る

教
育
に
と
の
よ
う
に
と
り

帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
の

ど
も
た
ち
の
増
加
で
、
直
接

や
「
リ
ス
ク
ポ
イ
ン
ト
表
」

分
科
会
に
し
た
い
と
思
い

く
む
か
。

こ
と
や
性
同
一
性
障
害
い
わ

に
関
わ
っ
た
当
事
者
と
し

の
と
り
く
み
、
ま
た
使
い

ま
す
。

ゆ
る｢

心
の
性
」
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、

て
、
参
加
者
は
近
年
増
え
、

勝
手
が
よ
い
知
能
・
心
理

高
校
で
の
通
級
指
導
に

担
任
や
生
徒
会
顧
問
な
ど

女
子
生
徒
の
人
権
等
の
学
校

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
は
、
特

・
性
格
検
査
の
紹
介
な

つ
い
て
も
、
該
当
校
で
の

平
和
教
育
の
担
当
者
は
教
材

の
対
応
の
あ
り
方
を
意
見
交

別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
子
ど
も

ど
、
こ
の
分
科
会
か
ら
各

実
践
や
各
高
校
で
の
特
別

の
発
掘
や
提
示
方
法
な
ど
悩

流
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば

の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

学
校
に
広
が
っ
た
も
の
が

支
援
教
育
に
係
る
レ
ポ
ー

み
は
つ
き
ま
せ
ん
。
各
校
の

い
い
と
思
い
ま
す
。

て
、
担
任
、
相
談
部
、
特
別

多
く
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

ト
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
等
の
教
育
産
業

て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
成
長
、
子
ど
も
が
変
わ

が
作
成
し
た
測
定
ツ
ー
ル
を

そ
こ
で
、
英
語
教
育
を
中

使
う｢

高
校
生
の
た
め
の
学

心
に
、
新
自
由
主
義
に
も
と

る｢

市
場
化｣

の
実
態
と
問
題

び
の
基
礎
診
断｣

が
今
年
度

づ
く｢

学
校
市
場
化｣

に
警
鐘

点
、
我
々
の
対
応
の
あ
り
方

(
討
議
の
柱)

歳
の
市
民
に｣

と｢

『
学
校
』

か
ら
導
入
さ
れ
、
２
０
２
１

を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
る
江
利

等
に
つ
い
て
学
び
、
意
見
交

①
生
徒
の
自
治
的
活
動
を
保

を
楽
し
く
、
お
も
し
ろ
く｣

と

(

討
議
の
柱)

｢

学
校
の
労
働
安
全
衛

こ
れ
ら
に
関
係
す
る
報

年
度
か
ら
の｢

大
学
入
学
共

川
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

流
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

障
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
・

い
う
こ
と
で
す
。
生
徒
会
づ

①
職
場
を
ど
う
活
性
化
す
る

生
活
動｣

告
や
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
期

通
テ
ス
ト｣

で
英
語
の
民
間

て
、
教
育
の
場
で
進
ん
で
い

す
。

生
徒
会
・
部
活
動
づ
く
り

く
り･

ク
ラ
ス
づ
く
り･

学
年

か
。

｢

ど
う
し
て
高
い
の
教

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
改

資
格
試
験
の
活
用
が
始
ま
り

を
ど
う
す
す
め
る
か
。

づ
く
り･

文
化
祭
づ
く
り･

生

②
労
働
条
件
の
改
善
を
ど
う

育
費｣

訂
高
校
学
習
指
導
要
領
の

る
。
そ
の｢

共
通
テ
ス
ト｣

に

②
生
徒
の
自
治
的
活
動
を
す

徒
と
教
職
員
の
協
議
会
づ
く

す
す
め
る
か
。

｢

奨
学
金
の
問
題｣

批
判
学
習
と
そ
れ
を
乗
り

備
え
て
、｢

４
技
能｣

を
伸
ば

す
め
る
う
え
で
、
教
職
員

り･

生
徒
会(

生
徒)

の
校
長
交

③
学
校
運
営
の
民
主
化
を
ど

｢

地
域
と
連
携
し
た
課

越
え
る
た
め
、
子
ど
も
の

す
指
導
法
の｢

長
崎
モ
デ
ル｣

集
団
を
ど
の
よ
う
に
組
織

渉
づ
く
り･

有
権
者
教
育
で
は

う
す
す
め
る
か
。

題
研
究
の
と
り
く
み｣

実
態
、
父
母
や
地
域
の
実

を
確
立
す
る
た
め
と
し
て
、

す
る
か
。

な
い

歳
選
挙
権
等
が
、
過

④
教
育
条
件
の
整
備
の
と
り

｢

低
所
得
層
の
子
ど
も

態
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
や

18

ベ
ネ
ッ
セ
の
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
受

③
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
視

去
レ
ポ
ー
ト
報
告
さ
れ
て
い

く
み
を
ど
う
す
す
め
る

た
ち
の
現
状｣

父
母
、
地
域
と
の
協
働
に

験
が
推
進
さ
れ
る
。
ま
た
、

点
で
、
生
徒
の
人
権
を
保

ま
す
。

か
。

｢

帰
国
・
外
国
人
児
童

よ
る
教
育
課
程
づ
く
り
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
と

障
す
る
て
だ
て
を
ど
う
す

子
ど
も
時
代
・
高
校
生
時

生
徒
と
関
わ
っ
て｣

方
向
性
ま
た
は
可
能
性
に

も
な
う｢

調
査
書｣

の
書
式
や

る
か
。

代
を
「
楽
し
く
過
ご
す
」
こ

具
体
的
な
協
議
の
テ
ー
マ

｢

性
同
一
性
障
害
や
Ｌ

つ
い
て
も
意
見
交
流
し
た

記
載
内
容
の
変
更
に
対
応
す

④
「

歳
選
挙
権
・
主
権
者

と
は
最
善
の
「
子
ど
も
の
権

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容

Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
へ
の
対
応｣

い
と
思
い
ま
す
。

18

る
た
め
と
し
て
教
育
産
業
に

教
育
」
の
今
後
の
ゆ
く
え

利
」
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
の
レ
ポ
ー
ト
を
期
待
し
て

｢

女
性
教
師
の
働
き
方｣

よ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス

・
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

厳
し
い
現
実
の
も
と
で
も
、

い
ま
す
。

テ
ム
の
導
入
が
広
が
る
。

交
換
。

ど
う
す
れ
ば
「

歳
を
市
民

｢

職
場
を
よ
く
し
よ
う｣
18

こ
の
よ
う
に
、
近
年
、
民

⑤
父
母
・
地
域
と
の
共
同
の

に
」
「
『
学
校
』
を
楽
し
く
、

｢

勤
務
時
間
縮
減
の
と
り

間
の
教
育
産
業
が
高
校
教
育

と
り
く
み
。

お
も
し
ろ
く
」
が
つ
く
れ
る

く
み｣

の
中
に
入
り
込
ん
で
く
る
動

の
か
、
み
ん
な
で
考
え
あ
う

｢

教
職
員
の
長
時
間
労
働

き
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

い
わ
ゆ
る｢

生
徒｣

指
導
で

分
科
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

と
部
活
動｣

す
。
公
教
育
と
し
て
の
高
校

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
カ

す
。

｢
部
活
指
導
と
仕
事｣

教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
は
、｢

｢
教
職
員
の
働
き
方｣

18

組合は であい ふれあい たかめあい

年
に
一
回
の
宿
泊
付
き
の
教
研
集
会
で
あ
る
夏
季
教
研

の
実
施
要
項
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今
年
の
夏
季
教
研
の
実
施
要
項
が
確
定

８
月

・

日
に｢
く
じ
ゃ
く
荘｣(

川
棚)

で
開
催

11

12

分
科
会

☆
第
１
分
科
会｢

平
和
・
人
権
教
育｣

☆
第
２
分
科
会｢

生
活
指
導
・
自
治
的
活
動｣

☆
第
３
分
科
会

｢

登
校
拒
否
・
不
登
校
、
高
校
中
退
、
高
校
の
特
別
支
援
教
育｣

☆
第
４
分
科
会｢

民
主
的
学
校
づ
く
り｣

記
念
講
演

（
仮
題
）
教
育
の
市
場
化
～
大
学
英
語
入
試
の

｢

民
営
化｣

を
軸
に
～

講
師
：
江
利
川
春
雄

和
歌
山
大
学
教
授

夏季教研のタイムスケジュール

＜8月1１日（日）＞

受 付 13：00～13：30

開会行事 13：30～14：00

記念講演 14：10～15：40

分 科 会 16：20～17：30

夕食交流会 18：30～20：30

※昨年同様、分科会と並行し

て、青年部の総会と｢しゃ

べり場｣が開催されます。

＜8月1２日（月）＞

分 科 会 9：00～11：40

閉会行事 11：50～12：00

昨年の第3分科会の様子

子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
か
ら
話
そ
う
。

「
も
や
も
や
感
」
か
ら
語
り
合
お
う
。

憲
法
を
教
育
に
い
か
そ
う
。

学
ぶ
、
つ
な
が
る
、
み
ん
な
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

昨年の夏季教研で

記念講演に聞き入る参加者
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６
月

日
、
夕
方
４
時
か

上
が
り
、
原
水
禁
大
会
で
案

見
が
あ
っ
た
。
」
初
め
て

参

15

ら
原
水
禁
大
会
の
ガ
イ
ド
研

内
す
る
予
定
の
、
爆
心
地
公

参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
学
校

修
を
兼
ね
て
、
被
爆
遺
構
め

園
、
平
和
公
園
、
浦
上
天
主

の
平
和
学
習
に
活
か
し
た
い
。
」

ぐ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

堂
、旧
長
崎
医
科
大
学
門
柱
、

と
い
う
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

れ
ま
で
、
ガ
イ
ド
経
験
が
な

山
王
神
社
ク
ス
ノ
キ
、
一
本

終
了
後
は
、
交
流
会
も
開
催

か
っ
た
３
人
を
含
む
６
人
が

柱
の
鳥
居
を
今
泉
副
委
員
長

し
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を

参
加
し
ま
し
た
。
中
で
も
青

の
ガ
イ
ド
で
、
約
２
時
間
か

過
ご
し
ま
し
た
。

年
教
職
員
が
、
平
和
教
育
に

け
て
回
り
学
習
し
ま
し
た
。

な
お
、
７
月
６
日

時
、

16

関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
参

浦
上
天
主
堂
を
め
ぐ
る
潜
伏

爆
心
地
公
園
集
合
で
、
２
回

加
し
た
こ
と
は
、
意
義
深
い

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
、
平
和

目
の
「
被
爆
遺
構
め
ぐ
り
」

こ
と
で
し
た
。
当
日
は
雨
も

祈
念
像
建
設
か
け
る
お
金
で

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

被
爆
者
を
救
っ
て
欲
し
い
と

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

訴
え
た
福
田
須
磨
子
さ
ん
の

未
組
合
員
や
ご
家
族
も
誘
っ

詩
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
原
爆

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

被
害
の
実
態
だ
け
で
な
く
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

被
爆
者
の
苦
悩
を
学
ぶ
機
会

資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の

に
も
な
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ

で
、
参
加
希
望
者
は
事
前
に

ン
の
組
合
員
か
ら
は
、
「
何

高
教
組
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

度
も
回
っ
た
が
、
新
し
い
発

け
る
と
助
か
り
ま
す
。

憲
法
改
悪
阻
止
長
崎
県
共

党
、
国
民
民
主
党
、
日
本
共

が
公
約
と
し
て
明
記
さ
れ

同
セ
ン
タ
ー(

高
教
組
は
事

産
党
、
社
会
民
主
党)

の
各

て
い
ま
す
。

務
局
団
体)

も
構
成
団
体
と

県
組
織
の
代
表
と
確
認
書
を

①
安
倍
政
権
に
よ
る
９
条

な
っ
て
い
る｢

安
保
法
制
廃

取
り
交
わ
し
、
白
川
あ
ゆ
み

改
憲
の
阻
止

止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求

さ
ん
を｢

市
民
連
合
と
野
党
の

②
安
全
保
障
法
制(

い
わ
ゆ

高
教
組
も
実
行
委
員
会
に

至
る
経
過
と
、
そ
の
後
の

め
る
な
が
さ
き
市
民
連
合｣

共
同
候
補｣

と
す
る
こ
と
を

る
戦
争
法)

の
廃
止

参
加
し
て
い
る｢

人
間
ら
し

韓
国
の
労
働
事
情
に
つ
い

（｢

な
が
さ
き
市
民
連
合｣

）

確
認
し
ま
し
た
。

③
立
憲
主
義
の
回
復

く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
９
条

確
認
書
に
は
、
次
の
５
点

④
個
人
の
尊
厳
を
擁
護
す

ー

長
崎｣

の
第
２
回
事
前

た
。
日
本
に
留
学
経
験
が

in

改
憲
阻
止
や
立
憲
主
義
の
回

る
政
治
の
実
現

学
習
会
が
、
６
月

日
に
長

あ
る
キ
ム
さ
ん
は
、
流
暢

15

復
を
め
ざ
し
て
、
市
民
と
野

⑤
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

崎
県
建
設
総
合
会
館
で
開
催

な
日
本
語
で
、
詳
し
く
説

党
の
共
闘
の
発
展
の
た
め
に

を
求
め
る

さ
れ
ま
し
た
。

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
り
く
ん
で
き
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
の
講
演
は
、｢

韓

学
習
会
に
は

人
の
参

100

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

｢

市
民
と
野
党
の
共
同
候

国
の
労
働
事
情
：
変
わ
っ
た

加
者
が
集
ま
り
、
高
教
組

議
院
選
挙
に
向
け
て
、｢

な

補｣

が
実
現
し
た
こ
と
で
、

こ
と
と
変
わ
ら
な
い
こ
と｣

か
ら
も
４
人
が
参
加
し
ま

が
さ
き
市
民
連
合｣

は
、
長

７
月
の
参
院
選
長
崎
選
挙

と
い
う
演
題
で
、
韓
国
社
会

し
た
。
本
番
の
セ
ミ
ナ
ー

崎
選
挙
区
に
お
け
る
野
党
候

区
で
は
、
自
民
党
の
候
補

公
共
研
究
院
の
キ
ム
・
ジ
ス

は
、

月

日
・

月
１

11

30

12

補
の
一
本
化
に
つ
い
て
、
県

と
一
騎
打
ち
で
議
席
を
争

ク
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
韓

日
に
長
崎
大
学
で
開
催
さ

内
野
党
と
協
議
を
続
け
て
き

う
構
図
が
固
ま
り
ま
し
た
。

国
の
労
働
運
動
の
歴
史
や
、

れ
ま
す
が
、
そ
の
前
に
も

ま
し
た
が
、
６
月
９
日
に
、

安
倍
政
治
に
終
止
符
を
打

万
人
を
超
え
る｢

ろ
う
そ

う
１
回
、
事
前
学
習
会
が

100

県
内
の
４
野
党(

立
憲
民
主

つ
好
機
到
来
で
す
。

く
集
会｣
が
起
こ
る
市
民
運
動

開
催
予
定
で
す
。

組合は であい ふれあい たかめあい

｢

な
が
さ
き
市
民
連
合｣

の
要
請
に
基
づ
い
て

参
院
選
長
崎
選
挙
区
で
の
市
民
と
野
党
の
共
同
候
補
が
実
現

記者会見を行う白川さんと市民連合及び各野党の代表

若者憲法集会に参加して

長崎高教組青年部長 片山 司朗

６月９日（日）、東京で行われた若者憲法集会に参加してきました。政治に疎い

私は、これを機会に少しでも学びを深めてみようと、午前は分科会②「政治を変え

るのは私たち！～参院選で切り開こう～」に参加してきました。

渡辺雅之さん（大東文化大学教職課程センター教授）のコーディネートのもと会

は進められました。現状はどうなっているか、なぜ自民党が強いのか、私たちにで

きること、の３本を柱にワークショップ形式で進行されていきました。途中いくつかの

映像を視聴しながら、現政権が考える改憲の狙いを知ることができ、一昨年の講演

でナチスドイツがとった緊急事態条項について学んだ内容を思い出しました。現在

の日本はファシズムの初期症候が多くあてはまっていることを知り、選挙権をもつ子

どもたちが正しい理解のもと、普段の教育活動で培った批判的思考力によって投

票に向かわせる事は喫緊の課題かと思います。また、バンドワゴン効果による現政

権への盲従。これを打開するためには、世の中を変えることができるということを身

近なトピック（要求）で相手の立場にたって語り合う事が鉄則であるという事に納得

することができました。

また、パネリストとして各地で活動を行っている方々の話を伺うこともでき、職場や

家庭のレベルでも語らいで共感を広げることが小さな活動としても意味のあるとのこ

とでした。また、生活をしている上での実感を聞くようにすることで、「しょうがない」か

ら「変えられる」に意識を変えるきっかけになりうると感じました。

午後は都立青山公園にてメイン集会が開か

れました。そこでは、山口県や神奈川県の知り

合いの先生とも再会することができ、嬉しく思い

ました。全国各地から改憲に対して疑問をもつ

若者のみなさんが集まっており、様々な職種の

方がたが交じり合っていました。その中でも、消

費税増税による生活の圧迫を心配する声と同

時に、軍事に費やすことへの疑問が印象に残

りました。また、日本共産党の志位委員長によ

る現在の日本国憲法の良さについての説明にはなるほどと共感できるところも多く

感じました。

ご承知の通り、被爆県である長崎では毎年８月９日が平和登校日となっており、

せめてこの日くらいは「平和」であることについてしっかりと考えさせたいといつも思

っています。今回の集会に参加することで、少しでも子どもたちに自分の言葉が届

くようになればなと思います。

今回の東京への移動の際に青年部Twitterも開設いたしました。「長崎高教組青

年部」で検索いただくと、その日の様子の一部も見れるかと思いますのでよろしかっ

たらフォローをお願いします。

被
爆
遺
構
め
ぐ
り
（
ガ
イ
ド
研
修
）
に
青
年
部
を
含
む
６
人
が
参
加

原爆投下中心碑の前で

確
認
書
を
示
す
白
川
さ
ん

６月30日（日）に県内リレー演説会があります
[話をしていただく方]

中野晃一さん（上智大学教授）、白川あゆみさん、
４野党の代表、ながさき市民連合の地元代表

[各地の時間と場所]
１３：３０～ 佐世保市労働福祉センター
１５：１５～ 大村駅前ミニ広場
１６：３０～ 諫早アーケード内十八銀行前
１８：００～ 長崎県労働福祉会館

「
人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
」

第
２
回
事
前
学
習
会
に
１
０
０
人
が
参
加

会場いっぱいに集まった100人の参加者

(2) 第1685号 2019年6月15日(土）
昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


